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梅 原 猛(国 際日本文化研究センター)
UMEHARATakeshi
私の講演の題 目は 「日本の思想」 ということでありますが、日本の思想を明らかにするには日
本の宗教を明らかにしなければな りません。 ところが、 日本の宗教は世界の人には甚だ分かりに
くいのであります。
一つの国の文化を知るには、その国の宗教 を知 らねばならぬといわれます。西欧の文化を知る






崇する経典 と祖師の書物をもっています。共通の仏教経典 というものは全 くなく、しかもその宗
派で説かれる教義は実際に日本人が信じている信仰 と必ず しも一致 しません。
こういう状況の中で外国人にとって日本の宗教を知ることは大変困難であ ります。また日本の




木大拙は、大乗仏教、特に禅仏教を西欧世界 に知らしめた偉大な思想家であ りますが、彼は 『禅






























とを示 しています。ただこの場合、征服者 と非征服者がアーリア族とドラビダ族のように全 く異
なった民族ではなく、旧と新の違いはあるものの同じモンゴロイ ドであることが、かつては存在
していたカース ト制を比較的容易に消滅 させた原因であります。このカース ト制の消滅に仏教が
大きな役割を果たしたことは後で述べ ます。












































人間と同 じような家族生活を送っています。 しかし熊は人間のところへ来た ときに 「ミヤンゲ」
(土産)と して皮や肉を携えて来たのであ り、本来は人間の姿をしているといわれます。
こういう考え方においては人間も熊 も樹木もすべて平等であ り、この世界で仲よく共存 してい




とその魂は肉体を離れ、祖先の待 っているあの世へ行 きます。あの世はこの世 とあべ こべなとこ
ろであり、あの世の冬はこの世の夏、あの世の夏はこの世の冬 というふうに万事あべ こべであ り
ますが、この世 と大 して違ったところではあ りません。
人間が死ぬと、一足先にそこへ行った父母が待っているあの世へ行きます。この場合、すべて









人、つまり先に死んだこ祖先様がこの世に帰 り、この世の子孫たちと一緒に食事 をした り遊んだ
りするときであります。日本ではこのお盆の頃にお祭 りや踊 りをすることが多いのですが、これ
はこ祖先様の霊を楽 しませると共に自らも楽 しむためであります。
実は、お正月 も昔はこのようなご祖先様 を迎える祭 りの日で、 日本人がお正月に家の前に立て
る門松は、ご祖先様の霊がそれを目印にして降りてくる霊の依 り代であります。
このお盆やお正月は霊の一時帰休でありますが、もっと長い期間の帰国があ ります。たとえば






少し前まで、アイヌや沖縄ではそのような信仰が強 く生 きていました。そして日本の本島で も、




もしもこういう考えをとるならば、この世も仮の住まい、あの世 もまた仮の住 まいであ り、魂
はこの世とあの世の問で無限の旅をしているわけであります。 日本におけるもっともすぐれた詩





























はほとんど変わ りはないと思います。私は、タイラーが原始社会の宗教をアニ ミズムと定義 した
ことには賛成であ りますが、彼がアニ ミズムを幼稚な宗教原理で、現代において全 く意味をもっ







神道の話はこれくらいにして、仏教の話に移 りたいと思います。仏教 は前5世 紀にインドのガ
ンジス河の流域で活動 したゴータマ ・シ ッダルタの教えをもとにして発展した思想体系であ りま
す。キリス ト教のように一定の聖典はな く、釈迦が亡 くなって500年 も1千 年経って も釈迦の名
の下に次から次へ と新 しい経典が作 られていきました。それゆえ仏教といっても一つのものでは
なく、ギリシャに始 まる西洋の思想の流れのように変化極 まりないものであ ります。
釈迦の説いた教えはだいたい次のような教えであ りました。人生は苦である。苦の原因は愛欲
である。愛欲 を滅ぼさねばならぬ。愛欲を滅ぼすには、戒律 を守 り、瞑想をし、智恵 を研かねば
ならぬ。これはほとんど宗教といえないような倫理的な教えであります。釈迦はこのような教え
を説いて死にましたが、この釈迦の教えにしたがって、初期の仏教徒は人里離れた山深いところ
で集団生活を送 り、愛欲を克服 して、ニルバーナすなわちもはや心が何 ものにも動かされない状
態に入ろうと努力しました。
しか し紀元1世 紀、新 しい仏教運動が起こりました。それが大乗仏教であり、中国や韓国や日
本で流行 したのはこの大乗仏教です。大乗仏教では釈迦の伝統を守る仏教を小乗仏教 といって蔑
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視 します。小乗というのは小さな乗 り物、大乗というのは大きな乗 り物であり、大乗仏教の教え
のほうが小乗仏教 よりはるかに楽で、はるかに早くニルバーナに達するというわけであ ります。
この大乗仏教を大成 したのは龍樹すなわちナガルジュナであります。ナガルジュナは、小乗仏教











化 しようとしたインドのカース ト制にやや似た制度でありますが、仏教はそのようなカース ト制
度を撤廃 し、日本を平等化 しようとする原理として働 きました。
このように仏教を日本に定着させ ることにもっとも大きな影響力をもったのは、7世 紀初頭 に
活躍 した聖徳太子であります。聖徳太子は、日本に中国の如 き律令社会を作ろうという理想に燃





そして9世 紀以後になると、姓制はます ます形式化 し、ほとんど意味をもちません。そしてそ










仏教が 日本に与えた影響はまだいろいろありますが、言及 している時間があ りませんので、 日
本に移入された仏教はどのような仏教であり、またそれが 日本に移入されてどのように変質 した
かを語ることにします。
日本に移入された仏教は大乗仏教であ ります。初めに移入された仏教 は主 として当時中国で流
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このような龍樹風、あるいは世親風の仏教が7、8世 紀に日本で流行 しますが、9世 紀になる
と新 しい日本仏教の創始者が現れます。それは、比叡山という都近 くの山林に延暦寺 という寺を
建て、中国の天台仏教の根拠地 を日本に作 った最澄 と、少 し都から離れていますが、比叡山以上
の鬱蒼たる森の中にある高野山に金剛峰寺 という寺を建て、当時中国で流行 していた真言宗 とい
う宗派の日本における根拠地を作 った空海であります。
真の日本仏教はこの最澄、空海から始まると思いますが、10世 紀半ばを過 ぎると、天台宗のほ













人は昔からこの世 を大変 よいところだと思っていました。そ してあの世 もまたこの世の延長であ
り、あの世からこの世に帰 ってくるのは甚だ願わしいことであると思われたわけであります。こ





大 日如来は日本の鬱蒼たる森の中にいる神 と共生することにな りました。このような鬱蒼たる森
を根拠地とする平安仏教によって、 日本の神道 と仏教 とが共存する原理が確定 しました。
















いは浄土真宗、一つは禅宗であり、 もう一つが 日蓮宗であ ります。 この仏教はすべて、人間が誰
しも仏になることができるもっとも簡単な方法を説 きます。浄土宗は口で 「南無阿弥陀仏」 と称









仰が既に根強く社会に存在 していた時代において、この極楽浄土へ行 く方法 と考えられた念仏の
解釈を一変させ ました。
源信などが 『往生要集』で明らかにした念仏は、口で 「南無阿弥陀仏」 を称える口称念仏より
は、極楽世界の有様 を頭で想像するという観念の念仏であ りました。それを8世 紀の中国の僧、
善導の説にもっぱらよることによって、法然は念仏をもっぱら口で 「南無阿弥陀仏」を称えると
いう口称の念仏に限りました。これによって念仏はどんな人間でも行ずることのできる易行とな























もつ原理のように思 うのであり、日本の宗教思想の今後の人類に対する意味 もその点に存在 して
いるように思います。
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